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インドの発展はどうすれば可能か

















ンシ ・ー チャトゥルブジャダース氏及びムンシ ・ー ビハーリーラール氏はアブル・ ファズ
ルであリトーダルマルでいらっしゃるわけでございます。讐えて中せば我々インド人は










蛙が 11匹重なっていた。 一番上にいたのが「あ 良ゝい気持だ」と言えば、員中にいたの






















の海を渡 らぬ者をば自害者と呼ぶべ し」とあります。インドは現在正にこの状態に陥 っ
ているわけであります。イギ リスの御代にあって、ありとあらゆる機会に恵まれなが ら
も進歩を遂げぬとすれば、それは偏に我々の不運であり、天罰と中すべきでありましょ
う。姑の許 しを得て ■人だけの部屋に久 しぶり夫と逢 う場になっても、恥か しさのあま
り、顔をあげて見ることも話すこともせぬとあれば、身の不運 と言 うより仕方あります
まい。夫は明日は再び異国へ旅立つではありませんか。同じようにイギリスの御代にあっ




がかなり見受けられます。 しか し、それは大変な考え違いであります。イギ リスもかつ
てはやはり同 じように飢えておりました。それでもイギリス人は片方の手で飢えをなく
すと共に、もう ・方の手で進歩の妨げになるものを取 り除いて行 ったのであります。イ
ギリスにも百姓 も居れば、馬車ひき、人夫、御者 もおるわけです。どこを探 してもみな
が満腹 しているというようなところはございません。 しか し、畠を耕 し、種を蒔くかた





























































イギ リス人の信仰生活と政道とが ‐体となっておるからこそ、日 一:1と進歩をとげてい
るのであります。それはさておき我IJのことを考えてみましょう。我国では信仰の名の
もとに種々様々の決 りごとや社会の仕組、医療のことなどがびっしりつまっているので
あります。 一、 たの例をあげてみましょう。このバ リヤーの縁 日と沐浴とはいったいど
ういう意図のもとに始められたのでありましょうか。全 くお互いに出会 うこともないよ
うな人達が、五里、 |‐里といった遠方から集まってきて、年に一度顔をあわせるのです。




























人もお互いの憎 しみを捨て去りましょう。今は相争 う時ではないのです。 ヒンドゥー教
徒 もジャイナ教徒 も、あるいは、回教徒 も仲良 くしようではありませんか。カース トが
高かろうが低かろうが、みな一様に敬い、その能力に従って評価致 しましょう。身分の
低い者を侮 り不快な思いをさせぬように致 しましょう。みな互いに仲良 く致そうではあ
りませんか。
Ll教徒の諸君 もインドに住みかを定めたか らにはヒンドゥー教徒を賎 じむ考えは捨て









と共に駆けましょう。 一人と ‐人であわせて ■人になるのです。 1キのことはおさらばに
して、ミール ・ー ハサ ンのマスナヴィー詩やアマーナ トの「インダル・ サバー」を読ませ
かんはせ































[京猿謹  `Bharatvar,a kT kaise unnati ho saktT hai?'
1877年バ リヤーのダ ドリーの縁 日に際 し、バ リヤー協会の会合においての講演
使用テキス ト:Brttratandas(ed),Bharatendu Granthava占Ⅱl,Nagarlpracari「S b ,
Kashl,1953
バーラテンドゥ・ ハ リシュチャンドラ (1850-1884)  バナーラス出身。 ヒンディー

















に反対 して ヒンドゥー教徒に意味もなく精神的な苦痛を与え、 ヒンドゥー 0イスラム両
教徒の対立を激化させる以外に一体何を得るというのであろう。



























































氏、 シュリーバーラ ト・ マノーランジャニー会か らはプラタープ・ ミシュラ氏、それに






















ば、このようなことが今後 も続けられるならば、牝牛保護に関 して民衆の関心 もたかま
り、両教徒の友愛 も堅固になり、市は栄え、名をあげることになろう。また、政府の政





である、と忠告 しておこう。 ヒンドゥ ・ー ィスラム両教徒とも母なるインドの両腕なの
67
であって、片方がなくてはお互いやってゆけぬのである。社会を構成する不可欠の一員
なのである。そこに両者の安寧が存 し、右腕で左腕を切り落 して も、あるいはその逆を
やってもしあわせになれぬことをよく考えてもらいたいと思 う次第である。
Brtthm響第 4巻 第 10号(1988年4月15日)









































人偉い学者 も大金持 もいないのだから外国に行 って地位を得るなんぞ望めそうにもないプ リ ス
という次第。それにも拘わらず、こういうことは百も承知の Lで、警察の制服を着たり、




とを覚えておかれるがよい。サーハブ。バハー ドゥル (白人旦那)が本lfJに引揚げて行 く
時には貴方たちを一緒に連れては行かれませんぞ。貴方たちの皮膚の色も特別割引きじ
てもらえそうな代物 じゃありませんからな。宮仕えは根無 し車と変 らぬもの。故に、そ
れを頼 りにするのは見当違いと言 うものでござる。万が一、明日にもなにか間違いを起
して首をきられようものならだれに頼 って糧をお求めなさるつ もりか。困ることがあっ





であろうとも、おのが悲 しみを語る力は持 っておる。 このインドでは多数の人が貴方に







Brahman 第 7巻 第 1、 第 2号 (18904118月、 9月)




めぐる1カー ス トのみのものから多 くのカース トを含めた大小の集会、啓蒙家、あるい
は新聞雑誌の出現等はみなこの同 じ願いに発するものである。それらはまだほんのわず
かな成果しか収めていないし、その見通 しもさびしいものであるが、いつの日か必ずや

































の民族精神の破壊をその主眼とする宣教師 (パニ ドリー)の会で しかない。国家及び民
族の幸福を願 う者が、着物を着替え、街の一劃から一劃へ行ったり、あるいは、汽車に
乗 って都会から都会へ場所をかえたり、英語あるいはアラビア語混りのウル ドゥー語で
の講演で拍手 して もらって仕事を終えて、その務めを果 したとしてよいものだろうか。
かような方法では、たとえ何 らかの効果があがったとしても、それはその講演を聞かず
とも既にそれについての認識を持 っていたようなほんの限られた一部分の人にしか過ぎ



















や集団、義務と知った仕事に対 しては、欺されぬ限り身も心 も財 も捧げつ くすものであ
る。 しば しば命す ら惜 しまぬことがある。また、ありふれたこととして、暑かろうが寒













































な りに考 えて みて くれ るで あろ うか。
Brahman 第7巻 第6号  〈1891年1月15日)
原題  `Gramo平ke sath hamara kartavya'
使 用 テキ ス ト:Vttaya Shankar Malla(ed・),Prat p Naray要,GranthavaL(1),
Nagamprac油己平 Sabha,Kttshl Vi.2014
プラタープ 。ナーラーヤン・ ミシュラ (1856-1894)  カーンフル出身。同地で主
として ヒンディー語のジャーナ リス トとして活躍。「プラーフマン1誌を刊行。詩、戯曲などの作
品 もあるが大半は随筆、評論。
訳 占賀勝郎 (大阪外国語大学外国語学部)
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